
3歳児神話について
3歳児神話は本当なのか？































恵泉女学園大学教授 大日向 雅美氏より

〇50歳代半ばの女性はこのように語っていた。

「私は3歳児神話を信じて、あるいは3歳児神話の信奉者である夫の言葉に負けて、仕事を

やめ、『3歳まで』と思い、子どもを3人産み、そして育て、いつの間にか私は40歳代後半

になりました。そのときすでに私は社会との関係を絶たれてしまっていました。『取り返し

のつかない人生を送ってしまった』という思いがぬぐいきれません。子どもを育てたことは

喜びでしたし、子育てを経験できたことに感謝はしています。でも私にも私自身の人生が欲

しかった」ということです。

このような声を私たちはしっかりとみつめながら、3歳児神話の議論をしていくことが必

要である。

☆3歳児神話の議論は社会全体の議論に

留意すべき第2点。これは先ほどの二人の女子学生の議論の中で対極の二つの考え方が出て

きたように、母親の就労が子どもに与える影響は一様ではないということた。

一人の女子学生は、子どもはお母さんがいないと寂しい思いをすると言い、もう一人の女子

学生はそんなことはないと言っていた。両方とも真実なのであろう。
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